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連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）及び債権放棄に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の完全子会社である株式会社 Koiniwa を吸収合併すること

を決議し、また当社が株式会社 Koiniwa に対して有する債権の一部を放棄することを併せて決議いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は連結子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示

しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

株式会社 Koiniwa は当社が 100％出資する連結子会社であり、ゲーム×マッチングアプリ『恋庭』の

運営を行うとともに、改良版／海外版の開発に取り組んでまいりました。このたび、経営資源の集約に

より生産性の向上を図ることを目的として、本合併を実施する運びとなりました。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

取締役会決議日 2026 年３月 24 日 

合併契約締結日 2026 年３月 24 日 

合併効力発生日 2026 年７月１日 (予定) 

(注) 本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易合併、株式会社 Koiniwa におい

ては会社法第 784 条第１項に定める略式合併に該当するため、それぞれの合併契約の承認に関

する株主総会を経ずに行います。 

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式であり、株式会社 Koiniwa は解散いたします。なお、同社は債

務超過となっておりますが、本合併に先立ち、当社が同社に対して有する債権の一部を放棄すること

により債務超過状態を解消した後、合併する予定です。 

放棄する債権の内容 関係会社長期貸付金 



 

 

放棄する債権の額  1,700 百万円 (予定) 

実施日       2026 年６月 30 日 (予定) 

(注) 債権放棄額のうち 1,168 百万円は、関係会社貸倒引当金を計上済みであり、個別決算において

は差分である 531 百万円を特別損失として計上する予定であります。なお、当該特別損失は連

結決算において相殺消去されるため、当社の連結業績に与える影響はありません。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

本合併による株式その他の財産の割当てはありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 

 

３．合併当事者の概要 (2025 年９月 30 日現在) 

 存続会社 消滅会社 

（１）名称 株式会社バンク・オブ・イノベーション 株式会社 Koiniwa 

（２）所在地 東京都新宿区新宿六丁目 27 番 30 号 東京都新宿区新宿六丁目 27番 30号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 樋口 智裕 代表取締役 樋口 智裕 

（４）事業内容 スマートフォンアプリの開発・運営 
スマートフォンサービスの開発・運

営 

（５）資本金 562 百万円  50 百万円  

（６）設立年月日 2006 年１月 12 日  2019 年 11 月５日  

（７）発行済株式数 4,003,000 株  1,000 株  

（８）決算期 ９月 30 日  ９月 30 日  

（９）大株主及び持株比率 樋口智裕 43.85％他 
株式会社バンク・オブ・イノベーシ

ョン 100.00％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

 2025 年９月期 (連結) 2025 年９月期 (単体) 

純資産 5,816 百万円  △1,196 百万円  

総資産 7,943 百万円  665 百万円  

１株当たり純資産 1,463.51 円  △1,196,151.20 円  

売上高 12,366 百万円  695 百万円  

営業利益 2,154 百万円  △313 百万円  

経常利益 2,185 百万円  △324 百万円  

親会社株主に帰属する当

期純利益 / 当期純利益 
1,351 百万円  △324 百万円  

１株当たり当期純利益 339.99 円  △324,533.50 円  

 

４．合併後の状況 

  本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期に変更はありま



 

 

せん。また、『恋庭』に関する業務は当社が承継し、引き続きサービスの提供を行うとともに、改良版

／海外版の開発に取り組んでまいります。 

 

５．今後の見通し 

本合併は、当社の完全子会社との合併及び債権放棄であることから、当社の連結業績に与える影響

は軽微であります。 

以 上 


